
野口ようすけ　略歴

野口ようすけさんのご支援をお願いします

私たちは野口ようすけさんを応援します！

後援会連絡先　�TEL/FAX.072-397-9615�
〒576-0035�交野市私部南 2 -23-24

この会は、 野口ようすけさんの政治活動を支援し 、 会員相互の
親睦をはかるとともに 、 市民参加の市政推進による 「 元気な
交野 」 実現を目指すことを目的とします 。

なお、 この会は会費を徴収せず寄付金をもって運営いたします 。
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後援会のきまり

地域代表
谷井　昭雄
天の川わんぱく村 村長
大黒　隆章
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大阪交野ボーイズ 代表
森 本 　 誠
トルネードベースボールクラブ 代表
北本　和克
幾野連合自治会 会長
池川　辰男
パナソニック松愛会交野支部 支部長
葉坂　敏幸　　
元内閣官房長官
平野　博文

連合大阪
電機連合大阪地方協議会
パナソニックグループ労働組合連合会

公認・推薦団体

検索野口ようすけ ➡︎➡︎最新情報、議会報告、 
活動内容は

平素は野口ようすけ後援会にご理解とご支援を賜り、心から御礼申し上げます。
野口議員は常に市民の皆様の声を聴き、皆様と共に活動する中で、市政の課題

に対し真摯に取り組んでまいりました。野口議員は人と人との「つながり」や「心」
を大切にする実直な人だと感じており、その温かさと行動力で、必ずや私たち市民
の夢を実現してくれるものと信じています。
引き続き、皆様方の温かいご支援、ご協力を賜りますよう、心からお願い申し上

げます。
野口ようすけ後援会 会長　伊三木　勝
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寄り添い、強く
輝くまちへ信念！

ホームページホームページ
で検索で検索野口ようすけ

これまでの 3年間、新型コロナウイルス感染拡大により、私たちは
自身と大切な人々の命を懸命に守り続けました。これらの命を大切に
し、喜びを感じることができる「命輝く社会」を創っていかなければ
なりません。いま私たちの交野は、自然災害や少子高齢化、健康など
安心・安全や持続可能なまちづくりに関する課題が山積しています。
これらの課題解決のためには、地震・大雨などの災害対策、特殊犯罪
などの対策、待機児童の解消や給食費の無償化などの制度の充実と
併せ、交野の強みである自然を活かしたまちづくりや子育て支援の充
実などが重要となります。また、人生100年時代の今、健康寿命の延
伸と高齢者の活動促進に向けて、スポーツ・文化活動・ボランティア・

就業などの充実や公共交通の充実にも
取り組む必要があると考えます。
2025年の大阪万博では「命輝く未来
社会」がテーマとなります。私は「市民
に寄り添い、共に、強く・豊かで・つな
がりのある輝くまち」を「信念」を持っ
て築いていきたいと考えています。

信念を胸に！

野口陽輔

〈後援会内部資料〉

1965年　佐賀県唐津市に生まれる
1983年　松下電器産業株式会社入社
　　　　（現パナソニック ホールディングス（株））
2005年　交野市PTA協議会会長
2007年　交野市議会議員　初当選
2016年、2017年　第４6代、第４7代交野市議会議長
2017年　近畿市議会議長会会長／全国市議会議長会近畿部会長
2019年　交野市議会議員　 ４ 期目当選
2021年　第51代交野市議会議長
2023年　議会運営委員会委員長



命を守るまちNo.1へ
～大丈夫！安心して暮らせるまちづくり～
● 防災教育の充実
● 情報の収集・伝達体制の強化
● 防災ボランティアの育成
● 織姫助けあい運動の充実
● 犯罪抑止・防止のための整備
● 啓発活動の推進

人と自然と文化が共存するまちＮｏ.１へ
～すべてが調和する心豊かなまちづくり～
● 誰もが楽しむ文化・スポーツ活動の環境整備
● 天の川沿道やぶどう園などの活性化
●  環境保全や子どもたちへの環境教育に 

取り組む団体への支援
●  リサイクル活動や、市民参加型の 

ごみ拾いなどの推進
●  建物・施設へ、省エネのための 

設備やシステムの導入

教育・子育てのできるまちＮｏ.１へ
～子どもたちの未来を、共に育てるまちづくり～
● 子育てに関する相談窓口を充実
● 地域で子育てを支援するための施策の実現
● 自然を活かした子ども教育の推進
●  子育てと仕事との両立支援制度に 

取り組む事業者への支援
● 小中一貫校建設に伴う課題の検証と解決
●  クラブ活動の地域スポーツクラブへの 

スムーズな移行

野口ようすけがめざす交野

■主な政策提言（抜粋）
●  星田駅前ロータリーの拡大、公共交通機関の 

拠点に
●  公共交通の在り方（路線バスの拡充など）
●  災害時におけるドローンの積極的活用
●  高齢化社会を迎え公営の合葬墓整備
●  青年の家のエレベータ設置
●  放課後児童会の時間延長
●  小中一貫校における通学路の安全確保を
●  スポーツレクリエーションセンターの活性化
●  コロナ対策におけるデジタル化の推進
●  誰もが使える施設から誰もが使いたくなる公

共施設へ向けて

☆議長としてデジタル化などの議会改革も実現！

地域の皆様と共に取り組みました！
この4年間

高齢者が豊かに生きるまちＮｏ.１へ
～人生100年時代を自分らしく生きるまちづくり～
● 地域交流イベントの開催などの推進
●  路線バスの拡充や交通空白地などの支援拡充
● 行政として合葬墓・樹木葬の準備
●  遺産相続などの 

終活支援体制の強化

人生１００年を豊かに生きる
まちづくりに取り組みます


